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タ
イ
ト
ル
：
汐
製

菓
会

社
の
新

作

9
3

 

サ
ブ
レ3

 

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
：
会

議

室

で
の
発

表

と
導

入 
(8

分) 

 

シ
ー
ン1

：
汐

製

菓

会

議

室 

カ
メ
ラ
が
会

議

室

の
扉

を
捉

え
、
そ
の
向

こ
う
か
ら

声

が
聞

こ
え
て
く
る
。 

汐

：
（
勢

い
よ
く
扉

を
開

け
て
入

る
）「

み
ん
な
ー
！

新

作

発

表

す
る
よ
！

」 

カ
メ
ラ
が
汐

に
ズ
ー
ム
イ
ン
。
汐

が
元

気

に
振

り
向

き
、
机

に
置

か
れ
た
書

類

を
手

に
取

る
。
社

員

た
ち

は
戸

惑

い
な
が
ら
も
彼

女

に
注

目

。 

汐

：「

新

作

サ
ブ
レ3

、
オ
レ
ン
ジ
・
メ
ロ
ン
味

！

」 



 

2 

 

カ
メ
ラ
が
社

員

A

と
社

員

B

に
切

り
替

わ
り
、
驚

き
の
表

情

を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
。
社

員

A

が
首

を
か

し
げ
る
。 

社

員

A

：「

オ
レ
ン
ジ
と
メ
ロ
ン…

そ
れ
っ
て
本

当

に
サ

ブ
レ
に
合

う
ん
で
す
か
？

」 

汐

は
自

信

満

々
に
胸

を
張

り
、
堂

々
と
話

し
始

め

る
。
カ
メ
ラ
は
汐

の
顔

を
強

調

す
る
。 

汐

：「

も
ち
ろ
ん
！

面

白

い
こ
と
、
や
ら
な
き
ゃ
意

味

が
な
い
で
し
ょ
！

こ
れ
が
汐

製

菓

の
新

し
い
挑

戦

だ
！

」 

カ
メ
ラ
が
塩

田

に
切

り
替

わ
り
、
彼

女

が
不

安

げ
な

表

情

で
手

を
挙

げ
る
。 

塩

田

：
（
心

配

そ
う
に
）「

社

長

、
そ
れ
、
本

当

に
大

丈

夫

で
し
ょ
う
か…

？

」 

汐

は
そ
の
質

問

を
無

視

す
る
か
の
よ
う
に
、
手

を
広

げ
て
元

気

よ
く
答

え
る
。 



 

3 

 

汐

：「

大

丈

夫

！

自

信

を
持

っ
て
、
世

界

を
驚

か
せ

よ
う
！

」 

 

第

1

幕

：
試

作

地

獄 
(2

0

分) 

 

シ
ー
ン1

：
汐

製

菓

試

作

室 

カ
メ
ラ
は
、
無

数

の
材

料

が
並

べ
ら
れ
た
試

作

室

を

映

し
、
汐

が
楽

し
そ
う
に
職

人

た
ち
に
指

示

を
出

す
。
焼

き
台

や
オ
ー
ブ
ン
の
周

り
が
騒

が
し
い
。 

汐

：
（
ノ
リ
ノ
リ
で
）「

オ
レ
ン
ジ
の
皮

を
削

っ
て
！

メ

ロ
ン
エ
ッ
セ
ン
ス
も
使

う
ん
だ
！

香

り
を
最

大

限

に

引

き
出

し
て
！

」 

カ
メ
ラ
が
職

人

の
手

元

を
追

い
、
オ
レ
ン
ジ
の
皮

が

削

ら
れ
る
様

子

を
映

し
、
次

々
に
材

料

が
混

ぜ
ら

れ
て
い
く
。
職

人

た
ち
が
困

惑

し
な
が
ら
も
作

業

を

続

け
る
。 
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職

人

A

：
（
お
そ
る
お
そ
る
）「

本

当

に
オ
レ
ン
ジ
の

皮…

？

」 
汐

：「

う
ん
、
こ
れ
が
秘

訣

な
ん
だ
！

」 

カ
メ
ラ
が
汐

に
ズ
ー
ム
イ
ン
し
、
彼

女

が
熱

心

に
話

し
続

け
る
。 

汐

：「

だ
っ
て
、『

面

白

き
こ
と
も
無

き
世

を
面

白

く
』
っ
て
い
う
の
が
私

の
モ
ッ
ト
ー
だ
も
ん
！

」 

シ
ー
ン
が
早

回

し
に
切

り
替

わ
り
、
試

作

し
た
サ
ブ

レ
を
焼

き
上

げ
る
過

程

が
映

る
。
オ
ー
ブ
ン
か
ら
取

り
出

さ
れ
た
サ
ブ
レ
は
焼

き
す
ぎ
て
焦

げ
て
い
る
。 

社

員

A

：
（
試

食

し
て
顔

を
し
か
め
）「

う
ー
ん…

こ

れ
は…

ど
う
で
し
ょ
う…

」 

社

員

B

：「

ち
ょ
っ
と
酸

味

が
強

す
ぎ
ま
す
よ
ね
？

」 

カ
メ
ラ
が
塩

田

の
顔

に
ズ
ー
ム
イ
ン
。
塩

田

は
眉

を

ひ
そ
め
、
心

配

そ
う
に
汐

を
見

る
。 
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塩

田

：「

社

長

、
こ
れ
で
は
売

れ
な
い
気

が
し
ま
す

…
」 

汐

：
（
陽

気

に
）「

失

敗

か
ら
学

ぶ
ん
だ
！

次

、
行

こ

う
！

」 

 

シ
ー
ン2

：
再

試

作

と
汐

の
閃

き 

カ
メ
ラ
が
キ
ッ
チ
ン
を
映

し
、
汐

が
職

人

に
塩

を
渡

し
、
改

め
て
指

示

を
出

す
。 

汐

：「

塩

を
少

し
加

え
る
ん
だ
！

オ
レ
ン
ジ
と
メ
ロ
ン

の
バ
ラ
ン
ス
を
取

る
た
め
に
！

」 

カ
メ
ラ
は
職

人

た
ち
が
塩

を
加

え
る
様

子

を
追

い
、

再

度

試

作

し
た
サ
ブ
レ
を
オ
ー
ブ
ン
に
入

れ
る
。
焼

き
上

が
る
サ
ブ
レ
を
職

人

た
ち
が
取

り
出

し
、
試

食

を
始

め
る
。 

社

員

A

：
（
驚

き
な
が
ら
）「

あ
、
こ
れ
、
す
ご
く
い

い
！

オ
レ
ン
ジ
の
香

り
が
引

き
立

つ
！

」 
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社

員

B

：「

塩

が
い
い
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
っ
て
ま
す
！

」 

カ
メ
ラ
が
塩

田

に
ズ
ー
ム
イ
ン
。
塩

田

は
安

堵

の
表

情

で
、
笑

顔

を
見

せ
る
。 

塩

田

：「

こ
れ
、
成

功

し
ま
し
た
ね
、
社

長

！

」 

汐

：
（
満

足

げ
に
）「

や
っ
た
！

こ
れ
で
世

界

中

に
届

け
る
準

備

は
整

っ
た
！

」 

 

第

2

幕

：
国

内

で
の
市

場

調

査 
(2

2

分) 

 

シ
ー
ン1

：
商

店

街

で
の
試

食

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

商

店

街

の
広

場

で
、
汐

と
塩

田

が
試

食

キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
開

く
。
カ
メ
ラ
は
そ
の
様

子

を
広

角

で
捉

え
、

観

客

が
集

ま
り
始

め
る
。 

汐

：
（
元

気

よ
く
）「

新

作

サ
ブ
レ
、
オ
レ
ン
ジ
・
メ
ロ

ン
味

！

み
ん
な
、
食

べ
て
み
て
！

」 
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通

行

人

た
ち
が
集

ま
り
、
次

々
と
サ
ブ
レ
を
試

食

。

カ
メ
ラ
は
子

供

た
ち
の
嬉

し
そ
う
な
表

情

を
捉

え

る
。 

子

供

1

：「

こ
れ
、
す
っ
ご
く
お
い
し
い
！

」 

主

婦

1

：「

思

っ
た
以

上

に
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
美

味

し
い

わ
！

」 

カ
メ
ラ
が
塩

田

の
顔

に
ズ
ー
ム
イ
ン
。
塩

田

は
そ
の

反

応

に
満

足

げ
な
笑

顔

を
浮

か
べ
る
。 

塩

田

：「

社

長

、
つ
い
に
み
ん
な
が
気

に
入

っ
て
く
れ

ま
し
た
よ
！

」 

汐

：「

こ
れ
か
ら
は
、
も
っ
と
も
っ
と
広

が
る
ぞ
！

」 

 

シ
ー
ン2

：
ロ
ー
カ
ル
テ
レ
ビ
の
生

中

継 

特

設

ス
テ
ー
ジ
で
汐

と
塩

田

が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受

け
て
い
る
。
カ
メ
ラ
が
中

継

の
様

子

を
捉

え
、
ス
タ
ッ

フ
た
ち
が
慌

て
て
調

整

を
す
る
。 
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汐

：
（
元

気

よ
く
カ
メ
ラ
に
向

か
っ
て
）「

汐

製

菓

の

社

長

、
汐

で
す
！

オ
レ
ン
ジ
・
メ
ロ
ン
味

、
ぜ
ひ
食

べ

て
く
だ
さ
い
！

」 

マ
イ
ク
が
不

調

で
音

が
割

れ
る
。
カ
メ
ラ
が
揺

れ
、

少

し
焦

っ
た
様

子

が
伝

わ
る
。 

塩

田

：
（
焦

り
な
が
ら
）「

社

長

、
マ
イ
ク
が…

！

」 

汐

は
全

く
動

じ
ず
、
さ
ら
に
大

き
な
声

で
叫

び
続

け

る
。
周

囲

の
観

客

が
笑

顔

で
反

応

す
る
。 

観

客

1

：「

あ
、
こ
れ
す
ご
く
お
い
し
い
！

」 

観

客

2

：「

予

想

以

上

に
美

味

し
い
！

」 

 

第

3

幕

：
海

外

市

場

へ
の
進

出 
(2

0

分) 

 

シ
ー
ン1

：
外

国

バ
イ
ヤ
ー
と
の
商

談 
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汐

製

菓

の
会

議

室

。
外

国

の
バ
イ
ヤ
ー
た
ち
が
集

ま

り
、
試

食

を
始

め
る
。
カ
メ
ラ
が
バ
イ
ヤ
ー
た
ち
の
反

応

を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
。 

フ
ラ
ン
ス
人

バ
イ
ヤ
ー
：「

こ
の
組

み
合

わ
せ
、
フ
ラ
ン

ス
で
は
新

し
い
！

オ
レ
ン
ジ
と
メ
ロ
ン
、
素

晴

ら
し

い
！

」 

ア
メ
リ
カ
人

バ
イ
ヤ
ー
：「

ア
メ
リ
カ
で
も
絶

対

に
ウ

ケ
る
！

試

し
た
い
！

」 

カ
メ
ラ
が
塩

田

に
切

り
替

わ
り
、
彼

女

が
満

足

そ
う

に
メ
モ
を
取

る
。 

塩

田

：「

社

長

、
こ
れ
で
海

外

に
も
広

が
り
ま
す

ね
！

」 

汐

：
（
自

信

満

々
に
）「

も
ち
ろ
ん
！

こ
れ
か
ら
世

界

中

が
私

た
ち
の
サ
ブ
レ
に
夢

中

に
な
る
！

」 

 

第

4

幕

：
大

成

功

と
次

な
る
挑

戦 
(1

0

分) 
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シ
ー
ン1

：
サ
ブ
レ3

の
爆

売

れ 

カ
メ
ラ
が
ニ
ュ
ー
ス
ス
タ
ジ
オ
を
映

し
、
キ
ャ
ス
タ
ー
が

伝

え
る
。 

ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
：「

汐

製

菓

の
新

作
『

サ
ブ
レ

3

』
、
オ
レ
ン
ジ
・
メ
ロ
ン
味

が
大

ヒ
ッ
ト
！

全

国

で
品

切

れ
続

出

！

」 

 

シ
ー
ン2

：
次

の
新

作

の
構

想 

汐

が
社

内

の
会

議

室

で
、
新

し
い
サ
ブ
レ
の
ア
イ
デ

ア
を
思

い
つ
く
。
カ
メ
ラ
が
汐

の
顔

に
ズ
ー
ム
イ
ン
。 

汐

：「

次

は…

リ
ン
ゴ
＆

ナ
ス
味

の
サ
ブ
レ
を
作

ろ

う
！

」 

塩

田

が
思

わ
ず
顔

を
し
か
め
、
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
笑

い

な
が
ら
反

応

す
る
。 
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塩

田

：「

そ
れ
は…

無

理

で
す
！

」 

カ
メ
ラ
が
全

員

の
笑

顔

を
捉

え
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
向

け
て
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト
。 

汐

：「

ど
ん
な
味

で
も
、
や
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な

い
！

」 

 

エ
ン
デ
ィ
ン
グ 

 


